
・
人

口
1
6
1
,9

47
人

（世
帯

数
6
5
,2

9
8世

帯
）

・
就

学
前

（
０

～
５

歳
）
児

童
数

：
8
,0

1
1
人

（人
口

比
4
.9

％
）

（
以

上
、

2
0
1
3
年

1
月

1
日

現
在

）
・
面

積
5
5
2
.0

0k
㎡

【
長

野
県

上
田

市
】

【
基

本
理

念
】

「
子

ど
も

の
笑

顔
が

あ
ふ

れ
る

地
域

（
ま

ち
）

～
輝

け
上

田
の

未
来

っ
子

子
育

て
を

地
域

で
支

え
み

ん
な

で
つ

く
ろ

う
次

代
の

う
え

だ
～

」
（
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
よ
り
）

【
地

域
の

特
徴

と
課

題
】

●
長
野
県
の
東
部
に
位
置
す
る
上
田
市
は
、
菅
平
高
原
な
ど
2
,
0
0
0
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、

千
曲
川
が
中
央
を
通
過
し
、
自
然
豊
か
な
地
域
で
あ
る
。
2
0
0
6
年
に
は
４
市
町
村
が
合
併
し
て

新
生
「
上
田
市
」
が
誕
生
し
た
。

●
長
期
的
に
少
子
化
が
進
む
一
方
、
公
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
老
朽
化
が
進
み
、
施
設
整
備
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
児
童
虐
待
や
ひ
と
り
親

と
子
ど
も
の
家
庭
に
対
す
る
ケ
ア
の
充
実
、
発
達
障
害
を
抱
え
た
子
ど
も
・
保
護
者
へ
の
対
応
、

多
様
化
す
る
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
20
1
0
年
６
月
「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康

プ
ラ
ザ
う
え
だ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
健
康
推
進

課
、
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
、
保
育
課
、

教
育
相
談
所
、
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
、
中
央

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
施
設
に
配
置

さ
れ
、
部
署
間
の
連
携
が
取
り
や
す
く
な
っ

た
ほ
か
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
手
続
き

の
多
く
が
一
か
所
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
市
内
７
か
所
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
。
概
ね
３
歳
未
満
の
子
供
と
そ
の
保
護

者
が
気
軽
に
訪
れ
自
由
に
遊
び
な
が
ら
交
流
し
た
り
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
し
た
り
、
子

育
て
関
連
情
報
を
入
手
し
た
り
で
き
る
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
を
常
設
し
て
い
る
。

拠
点

整
備

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

化
と

地
域

の
子

育
て

支
援

組
織

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

子
育

て
を

総
合

的
に

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

。

《
経

緯
・
背

景
》

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
次
世
代
育
成

支
援
対
策
地
域
協
議
会
の
委
員
で
も
あ
る

金
山
美
和
子
先
生
（
現
長
野
県
短
期
大
学

講
師
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。

《
成

果
・
効

果
》

2
0
1
1
年
度
の
「
ひ
ろ
ば
」
利
用
者
は
年
間

9
1
,
4
6
0
人
に
及
び
、
利
用
者
に
は
好
評
で

あ
る
。

●
子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
子
育
て
支
援
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ス
マ
イ
ル
マ
ム
ネ
ッ
ト
U
E
D
A
」

と
連
携
し
て
「
子
育
て
家
族
応
援
事
業
」
を
実
施
。

《
経

緯
・
背

景
》

2
0
0
3
年
に
組
織
さ
れ
た
「
ス
マ
イ
ル
マ
ム
ネ
ッ
ト
U
E
D
A
」
は
、
1
9
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
と
３
つ

の
子
育
て
支
援
団
体
が
加
入
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
サ
ー
ク
ル
同
士
が
横
の
つ
な
が
り
を
持

ち
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
事
務
局
は
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
、
各
サ
ー
ク
ル
の
運
営
相
談
や
子
育
て
活
動
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

《
成

果
・
効

果
》

2
0
1
1
年
度
に
実
施
し
た
「
わ
く
わ
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
に
は
約
2
0
0
家
族
6
0
0
人
、

「
ふ
ぁ
み
り
ー
ち
ゃ
れ
ん
じ
ら
ん
ど
」
（
親
子
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）
に
は
延
べ
7
4
家
族
、

1
5
7
人
、
「
わ
ん
ぱ
く
パ
ー
ク
」
（
親
子
体
操
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
）
に
は
延
べ
9
1
家
族
、

1
8
7
人
が
参
加
。

●
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
「
病
児
保
育
セ
ン
タ
ー
」
に
て
実
施
。
定

員
は
1
日
６
名
。
看
護
師
１
名
、
保
育
士
２
名
の
体
制
で
実
施
。

《
経

緯
・
背

景
》

2
0
0
0
年
４
月
よ
り
子
育
て
支
援
施
設
「
ゆ
り
か
ご
」
の
運
営
を
開
始
し
た
が
、
病
児
保
育
に
対

す
る
要
望
が
多
く
な
っ
た
た
め
病
後
児
保
育
事
業
を
発
展
的
に
見
直
し
た
。
2
0
0
7
年
５
月
、
病

後
児
保
育
に
病
児
保
育
を
加
え
て
民
間
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
医
療
法

人
健
静
会
上
田
病
院
に
「
病
児
保
育
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。

《
成

果
・
効

果
》

利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
0
1
1
年
度
の
登
録
者
児
童
数
は
7
4
4
人
、
利
用
児
童
数
は
5
5
8
人
。

ス
マ

イ
ル

マ
ム

ネ
ッ

ト
U

E
D

A
と

の
連

携

ひ
と

ま
ち

げ
ん

き
・
健

康
プ

ラ
ザ

う
え

だ

ひ
と

ま
ち

げ
ん

き
・
健

康
プ

ラ
ザ

う
え

だ

中
央

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
「
に

じ
い

ろ
ひ

ろ
ば

」

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
事

業

病
児

・
病

後
児

童
保

育
事

業
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・
人

口
9
4
,9

1
6人

（世
帯

数
4
5
,6

2
3世

帯
）

・
就

学
前

（
０

～
５

歳
）
児

童
数

5
,5

87
人

（
人

口
比

5
.9

％
）

（
以

上
、

20
12

年
12

月
3
1日

現
在

）
・
面

積
5
9
5
.0

k㎡

【
北

海
道

千
歳

市
】

【
基

本
理

念
】

「
す

べ
て

の
子

ど
も

が
健

や
か

に
安

心
し

て
育

つ
ま

ち
、

す
べ

て
の

家
庭

が
安

心
し

て
子

育
て

を
で

き
る

ま
ち

、
地

域
全

体
で

子
育

て
を

支
え

る
ま

ち
」

【
地

域
の

特
徴

と
課

題
】

●
千
歳
市
は
、
四
季
折
々
に
変
化
す
る
国
立
公
園
支
笏
湖
や
清
流
千
歳
川
を
始
め
と
す
る
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
空
港
と
鉄
道
、
高
速
自
動
車
道
が
密
接
に
結
び
つ
き
、
生
産
・
流
通

拠
点
と
し
て
飛
躍
す
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。

●
人
口
が
伸
び
続
け
て
お
り
、
就
学
前
児
童
の
割
合
は
約
６
％
、
2
0
1
0
年
の
合
計
特
殊
出
生
率

が
1.
5
1
、
全
国
水
準
・
北
海
道
水
準
に
比
べ
て
男
性
・
女
性
と
も
に
3
0
歳
代
ま
で
の
人
口
比
率

が
高
い
な
ど
、
「
北
海
道
で
一
番
若
い
ま
ち
」
（
平
均
年
齢
4
1
.
3
歳
）
で
あ
る
。
待
機
児
童
数

は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
市
内
1
0
か
所
の
幼
稚
園
の
存
在
と
各
種
子
育
て
支
援
施
策
の
展
開
に
よ
り
、

保
育
に
係
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
。
保
育
従
事
者
の
確
保
と
育
成
が
課
題
で
あ
る
。

●
「
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー
」
は
、
末
広
保
育
所
（
定
員
1
2
0
人
）
、
ち
と
せ
っ
こ
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）
、
ち
と
せ
っ
こ
学
童
ク
ラ
ブ
（
小
学
１
～
３
年
生
対

象
）
、
ち
と
せ
っ
こ
児
童
館
（
０
～
1
8
歳
の
児
童
対
象
）
、
つ
ど
い
の
広
場
か
ら
な
る
複
合
施

設
と
し
て
、
2
0
0
8
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ま
た
、
８
月
に
は
「
ち
と
せ
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
同
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
子
育
て
関
係
機
関
・
団
体
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

相
互
連
携
の
強
化
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
は
、
市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
支
援
団

体
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
子
育
て
当
事
者
の
意
見
を
直
接
把
握
す
る
機
会
と
し
て
も
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
協
働
に
よ
る

「
つ
ど
い
の
広
場
」
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
市
内

の
子
育
て
支
援
団
体
「
l
i
n
k
～
つ
な
ぐ
」
が
運
営
し
、

親
子
の
交
流
や
つ
ど
い
の
場
の
提
供
、
子
育
て
相
談

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
月
一
回
は
手
作
り
遊
具
作

り
を
行
う
親
子
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

○
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー
利
用
人
数
（
2
0
1
1
年
度
）

3
3
,
9
9
0
人
（
１
日
平
均
1
1
5
人
）
親
子
組
数
は
1
4
,
9
7
4
組

〇
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー
登
録
世
帯
数
（
2
0
1
1
年
度
）

3
,
3
2
5
世
帯
（
市
内
3
,
1
6
9
世
帯
、
市
外
1
5
6
世
帯
）

北
海

道
で

最
も

若
い

千
歳

市
、

子
育

て
総

合
支

援
施

設
「
ち

と
っ

せ
こ

セ
ン

タ
ー

」
を

中
核

に
多

彩
な

支
援

メ
ニ

ュ
ー

を
提

供
す

る
。

《
成

果
・
効

果
》

「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
子
育
て
の
経
験
や
関
心
の
あ
る
人

で
構
成
さ
れ
る
市
民
活
動
団
体
が
運
営
す
る
こ
と
で
、
実

際
の
経
験
に
基
づ
い
た
相
談
や
情
報
提
供
が
で
き
、
ま
た
、

利
用
者
間
の
橋
渡
し
役
と
な
る
な
ど
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。

●
毎
年
の
基
準
日
（
４
月
１
日
）
又
は
副
基
準
日
（
1
0
月
１
日
）
に
市
内
在
住
の
３
歳
未
満
の

乳
幼
児
を
養
育
す
る
世
帯
に
対
し
、
紙
お
む
つ
処
理
用
の
ご
み
袋
（
も
や
せ
る
ご
み
用
袋
2
0

リ
ッ
ト
ル
）
を
個
別
配
送
に
よ
り
支
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
子
育
て
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
も
提
供
し
て
い
る
。

〇
基
準
日

乳
幼
児
一
人
当
た
り
ご
み
袋
1
0
0
枚

副
基
準
日
４
月
２
日
以
降
出
生
又
は
転
入
し
た
乳
幼
児
一
人
当
た
り
ご
み
袋
5
0
枚

《
経

緯
・
背

景
》

少
子
化
傾
向
が
続
く
中
で
、
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
特

に
、
子
育
て
世
帯
の
う
ち
、
乳
幼
児
を
育
て
る
世
帯
は
若
年
層
が
中
心
で
あ
り
、
2
0
0
6
年
５
月

の
ご
み
の
有
料
化
後
、
紙
お
む
つ
使
用
の
た
め
の
ご
み
袋
購
入
が
経
済
的
に
負
担
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
2
0
0
7
年
1
0
月
か
ら
市
独
自
で
乳
幼
児
を
育
て
る
世
帯

を
対
象
に
有
料
ご
み
袋
の
支
給
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

《
成

果
・
効

果
》

有
料
ご
み
袋
の
費
用
負
担
が
減
り
、
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
全
戸
に
配
付
す
る
こ

と
で
乳
幼
児
を
養
育
中
の
全
世
帯
へ
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
20
1
2
年
基
準
日
実
績
対
象
世
帯
数
2
,
5
2
8
世
帯
受
領
世
帯
数
2
,
5
2
7
世
帯

●
０
際
か
ら
５
歳
ま
で
の
障
が
い
や
つ
ま
ず
き
の
あ
る
子
ど
も
を
対
象
に
、
専
門
的
な
助
言
や

対
応
を
行
う
。
支
援
内
容
は
、
グ
ル
ー
プ
遊
び
・
個
別
遊
び
を
通
じ
て
の
子
育
て
支
援
、
乳
幼

児
健
診
で
の
発
達
相
談
（
１
歳
６
か
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
、
５
歳
児
相
談
）
、
市
内
外
の

関
係
施
設
及
び
医
療
機
関
紹
介
、
就
学
時
期
の
相
談
、
支
援
業
務
の
引
継
ぎ
な
ど
で
あ
る
。

〇
利
用
実
績
（
2
0
1
1
年
度
）
相
談
人
数
5
5
0
人
相
談
件
数
延
べ
1
,
8
3
1
件

《
成

果
・
効

果
》

・
乳
幼
児
健
診
や
育
児
相
談
を
発
達
相
談
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
で
、
子
ど
も
の
障
が

い
や
つ
ま
ず
き
に
関
す
る
課
題
を
早
期
に
把
握
で
き
る
。
ま
た
、
支
援
内
容
に
遊
び
の
要
素

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
も
馴
染
み
や
す
く
し
て
い
る
。

・
遊
び
を
通
じ
て
の
支
援
を
行
っ
た
子
ど
も
の
１
割
近
く
は
、
通
園
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
利
用
し

て
い
る
が
、
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
職
員
と
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
早
い
時
期
か
ら
築
く

こ
と
が
で
き
る
。

千
歳

市
子

育
て

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

「
ち

と
せ

っ
こ

セ
ン

タ
ー

」

ち
と

せ
っ

こ
セ

ン
タ

ー

つ
ど

い
の

広
場

（
ち

と
せ

っ
こ

セ
ン

タ
ー

２
階

）
乳

幼
児

紙
お

む
つ

用
ご

み
袋

支
給

事
業

こ
ど

も
発

達
相

談
室

（
千

歳
市

こ
ど

も
通

園
セ

ン
タ

ー
）
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・
人

口
4
5
7
,2

16
人

（世
帯

数
2
1
7
,7

86
世

帯
）

・
就

学
前

（
０

～
５

歳
）
児

童
数

2
3
,4

9
4人

（人
口

比
5
.1

％
）

（
以

上
、

2
0
1
2
年

３
月

3
1
日

現
在

）
・
面

積
5
0
.2

0
k㎡

【
兵

庫
県

尼
崎

市
】

【
基

本
理

念
】
（
「
尼
崎
市
子
ど
も
の
育
ち
支
援
条
例
」
よ
り
）

「
子

ど
も

の
人

権
を

尊
重

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
子

ど
も

の
育

ち
を

社
会

全
体

で
支

え
る

」

【
地

域
の

特
徴

と
課

題
】

●
尼
崎
市
は
、
東
は
大
阪
市
と
豊
中
市
、
北
は
伊
丹
市
、
西
は
西
宮
市
と
接
し
、
南
は
大
阪
湾

に
面
し
て
い
る
。
県
下
で
は
、
第
４
位
の
人
口
規
模
で
あ
り
、
人
口
密
度
は
最
も
高
い
。
市
北

部
は
、
住
環
境
を
重
視
し
た
エ
リ
ア
が
多
く
、
中
部
に
は
住
宅
街
や
商
店
街
、
南
部
は
工
業
専

用
地
域
が
広
が
る
な
ど
地
域
ご
と
の
多
様
性
が
あ
る
こ
と
や
、
市
域
全
体
が
ほ
ぼ
平
地
で
、
鉄

道
や
高
速
道
路
等
に
よ
り
周
辺
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
も
容
易
な
ど
利
便
性
の
高
さ
が
特
徴
で
あ

る
。
2
0
0
9
年
４
月
に
中
核
市
に
移
行
し
た
。
1
9
6
5
年
に
は
5
0
万
人
を
突
破
し
た
人
口
は
、
1
9
7
1

年
の
5
5
.
4
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
り
始
め
、
2
0
1
0
年
に
は
4
5
万
人
台
に
ま
で
減
少
し
た
。
課
題
の

１
つ
に
子
育
て
世
代
の
転
出
が
あ
る
。
現
在
は
、
ま
ち
の
魅
力
の
増
進
と
そ
の
発
信
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
2
0
1
3
年
３
月
に
は
、
国
か
ら
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

●
少
子
化
、
核
家
族
化
、
地
域
で
の
近
隣
関
係
の
希
薄
化
な
ど
を
背
景
と
し
た
、
家
庭
や
地
域

の
子
育
て
力
の
低
下
、
児
童
虐
待
や
不
登
校
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
子
ど
も
の
育
成
に
つ
い

て
の
理
念
を
共
有
し
、
保
護
者
、
地
域
住
民
、
学
校
、
行
政
な
ど
が
役
割
分
担
の
う
え
連
携
し

て
取
組
む
に
あ
た
り
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
2
0
0
9
年
1
2
月
に
「
尼
崎
市
子
ど
も
の
育

ち
支
援
条
例
」
を
制
定
し
た
。
上
記
の
理
念
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
取
組
と
し
て
、
子
ど
も

に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
、
計
画
的
な
推
進
と
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
の
仕
組
み
（
以

下
の
２
事
業
を
実
施
）
を
定
め
て
い
る
。

●
地
域
社
会
の
子
育
て
機
能
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
地
域
住
民
な
ど
の
主
体
的
な
取
組
が
進

む
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
地
域
活
動
や
社
会
資
源
を
結
び
付
け
、
地
域
社
会
で
子
ど
も

の
育
ち
を
支
え
る
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
の
主
体
的
な
形
成
な
ど
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
。
具
体
的
に
は
、
地

域
活
動
の
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
や
庁
内
関
係
課
な
ど
を
ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾄ
ﾅ
ｰ
と
し
て
連
携
し
、
以
下
の
取
組
を
実
施
す
る
。

①
子
ど
も
に
関
す
る
地
域
課
題
の
情
報
収
集
と
見
立
て
及
び
解
決
に
向
け
た
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
・
実
行

②
地
域
の
自
主
的
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
行
う
企
画
や
運
営
へ
の
助
言
・
情
報
提
供

③
新
た
な
社
会
資
源
と
な
り
得
る
人
材
の
発
掘
･
リ
ー
ダ
ー
育
成
支
援
・
人
材
交
流
の
促
進

④
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
･
交
流
会
・
学
習
会
な
ど
の
実
施

⑤
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
、
地
域
へ
の
浸
透
及
び
地
域
住
民
の
意
識
向
上
な
ど

○
実
施
体
制
（
2
0
1
3
年
度
以
降
）

子
育
て
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
ﾜ
ｰ
ｶ
ｰ
（
ｿ
ｰ
ｼ
ｬ
ﾙ
ﾜ
ｰｶ
ｰ
)
２
人
配
置
、
子
育
て
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
実
務
者
会
議
の
設
置

子
ど

も
の

育
ち

を
社

会
全

体
で

支
え

る
理

念
の

も
と

に
子

育
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

と
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
を

実
施

《
経

緯
・
背

景
》

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
意
識
が
弱
く
な
り
、
地
域
活
動
運

営
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
条
例
に
定

め
て
い
る
「
地
域
社
会
の
子
育
て
機
能
の
向
上
」
を
具
体
的

に
展
開
す
る
た
め
に
、
2
0
1
0
年
４
月
に
開
始
。

《
成

果
・
効

果
》

事
業
開
始
後
３
年
間
は
、
地
域
活
動
を
行
う
既
存
の
グ
ル
ー

プ
・
団
体
と
の
関
係
づ
く
り
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
意
識
を
高
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

支
援
者
同
士
が
交
流
で
き
る
場
の
設
定
、
地
域
で
の
新
た
な
取
組
に
向
け
た
合
意
形
成
を
支
援

す
る
な
ど
、
条
例
の
理
念
に
沿
っ
て
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
地
域
住
民
に
新
た
な

気
づ
き
が
生
ま
れ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
間
で
新
た
な
関
係
が
構
築
さ
れ
た
ほ
か
、
地
域
住
民
主
体

の
子
育
て
広
場
の
開
設
な
ど
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
は
、
将
来
的
に
担
い
手
と
な
り
得
る
人
材

の
発
掘
・
育
成
を
図
り
、
新
た
な
地
域
活
動
に
結
び
つ
く
よ
う
な
取
組
を
一
層
進
め
る
。

●
就
学
後
の
子
ど
も
が
抱
え
る
問
題
へ
の
支
援
機
能
を
強
化
す
る
視
点
か
ら
福
祉
事
務
所
の
体

制
を
整
備
し
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
非
行
な
ど
、
就
学
後
の
要
支
援
の
子
ど
も
を
早
期
に
発
見

し
、
児
童
虐
待
等
の
予
防
や
対
応
の
仕
組
み
と
も
連
携
し
て
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
、
学
校

現
場
に
福
祉
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
要
支
援
の
子
ど
も
へ
の
学
校
の
対
応
力
の
向
上
の
側

面
支
援
、
学
校
と
他
の
社
会
資
源
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
図
る
。
具
体
的
に
は
、

以
下
の
取
組
を
実
施
す
る
。

①
子
ど
も
家
庭
相
談
支
援
体
制
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
子
ど
も
の
抱
え
る

問
題
の
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
､
解
決
の
た
め
の
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
､
他
機
関
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾄ
､
学
校
現
場
で
の
相
談
な
ど
）

②
支
援
に
行
き
詰
ま
る
ケ
ー
ス
や
事
業
管
理
な
ど
へ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

○
実
施
体
制

・
子
ど
も
の
育
ち
支
援
ワ
ー
カ
ー
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
３
人
配
置

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
４
人
配
置
（
児
童
福
祉
・
保
健
・
教
育
・
法
曹
分
野
）

＊
特
定
の
学
校
に
配
置
し
活
動
す
る
「
配
置
校
型
」
と
、
各
学
校
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
派
遣

し
活
動
す
る
｢
派
遣
校
型
｣
を
併
用
す
る
手
法
を
採
用
（
2
0
1
1
年
度
以
降
）

《
経

緯
・
背

景
》

学
校
現
場
で
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
、
条
例
に
定
め
て
い

る
「
要
支
援
の
子
ど
も
へ
の
支
援
等
」
を
具
体
的
に
展
開
す
る
た
め
、
2
0
1
0
年
４
月
に
開
始
。

《
成

果
・
効

果
》

学
校
か
ら
の
相
談
に
は
、
不
登
校
、
問
題
行
動
の
う
ち
家
庭
環
境
や
発
達
に
起
因
す
る
も
の
な

ど
の
事
例
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
へ
の
期
待
は
高

い
。
子
ど
も
の
育
ち
支
援
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し
、
子
ど
も
を
チ
ー
ム
で
支
援
す
る
校
内
体
制
を

整
え
、
役
割
分
担
の
う
え
支
援
す
る
こ
と
で
、
不
登
校
な
ど
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ

る
が
、
継
続
的
に
働
き
か
け
を
行
い
、
小
さ
な
変
化
を
積
み
重
ね
て
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

事
例
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
と
い
っ
た
長
期
的
な
取
組
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
制
度
を

理
解
の
う
え
活
用
し
た
学
校
か
ら
は
、
活
動
要
請
が
増
え
て
お
り
、
制
度
に
対
す
る
学
校
現
場

の
評
価
は
高
ま
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
学
校
現
場
へ
の
福
祉
の
視
点
の
導
入
、
支
援
体
制
づ
く

り
の
サ
ポ
ー
ト
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
む
。

子
ど

も
家

庭
相

談
支

援
体

制
整

備
事

業
（
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

実
施

）

地
域

社
会

の
子

育
て

機
能

向
上

支
援

事
業

（
子

育
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
実

施
）

子
育

て
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨｿ

ｰ
ｼ
ｬ
ﾙ

ﾜ
ｰ

ｸ

尼
崎

市
子

ど
も

の
育

ち
支

援
条

例
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・
人

口
7
8
,2

7
7人

（世
帯

数
3
7
,0

0
2世

帯
）

・
就

学
前

（
０

～
５

歳
）
児

童
数

4
,9

74
人

（
人

口
比

6
.4

％
）

（
以

上
、

2
0
1
2
年

３
月

3
1
日

現
在

）
・
面

積
1
1
.0

k㎡

【
埼

玉
県

和
光

市
】

【
基

本
理

念
】

「
子

ど
も

と
親

の
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
の

促
進

」
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
は
、
最
低
限
度
の
生
活
保
障
（
権
利
）
だ
け
で
な
く
、
人
間
的
に

豊
か
な
生
活
の
実
現
（
自
己
実
現
）
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

【
地

域
の

特
徴

と
課

題
】

●
埼
玉
県
和
光
市
は
、
埼
玉
県
の
最
南
端
に
位
置
し
東
京
都
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
。
自
然
が
残

り
、
住
宅
都
市
で
あ
り
就
業
者
の
半
数
以
上
が
東
京
都
内
に
通
勤
し
て
い
る
。

●
和
光
市
の
児
童
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
2
0
1
1
年
は
小
学
生
数
が
微
減
し
て
い
る
。
若

い
子
育
て
世
代
で
あ
る
3
0
代
が
多
い
が
転
入
転
出
も
多
く
、
都
内
で
共
働
き
を
す
る
子
育
て
世

代
が
地
域
で
の
つ
な
が
り
を
持
ち
に
く
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

若
い

子
育

て
世

代
が

地
域

に
つ

な
が

り
を

持
ち

、
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

よ
う

、
「
ホ

ー
ム

ス
タ

ー
ト

」
や

迅
速

な
「
乳

児
家

庭
全

戸
訪

問
」

に
取

組
む

。

《
経

緯
・
背

景
》

和
光
市
で
は
、
児
童
虐
待
通
告
件
数
及
び
子
育
て
相
談
件
数
が
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

2
0
1
1
年
、
20
1
2
年
度
に
は
埼
玉
県
市
町
村
・
N
P
O
等
協
働
モ
デ
ル
推
進
事
業
と
し
て
、
「
埼
玉

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
推
進
事
業
」
が
実
施
さ
れ
、
2
0
1
3
年
度
か
ら
は
和
光
市
の
行
政
提
案
型
協
働

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

《
成

果
・
効

果
》

利
用
者
に
と
っ
て
専
門
職
の
訪
問
を
頼
む
に
は
敷
居
が
高
く
、
本
事
業
は
無
償
で
気
軽
に
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
使
い
や
す
い
。
話
し
相
手
が
で
き
て
、
子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
て
く

れ
る
相
手
が
で
き
た
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

「
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

事
業

」
(新

生
児

訪
問

事
業

を
含

む
）
の

民
間

委
託

ホ
ー

ム
ス

タ
ー

ト
事

業

「
子

育
て

支
援

総
合

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
の

設
置

子
ど

も
版

地
域

協
議

会

訪
問

の
様

子

●
小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
、
2
0
1
0
年

度
か
ら
毎
年
２
日
間
、
わ
こ
う
こ
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
の
協
力
を
得
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
と
し

た
子
ど
も
版
地
域
協
議
会
を
開
催
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
場
で
あ
る
。
ゲ
ー

ム
を
は
さ
む
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
討
論

を
行
え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
討
論
し
た
結
果
を
改
善
策
な
ど
の
提
案
と
し

て
取
り
ま
と
め
て
発
表
し
、
市
長
か
ら
の
講
評
を
得

る
。

●
未
就
学
児
童
が
１
人
で
も
い
る
家
庭
に
、
十
分
な
研
修
を
受
け
た
地
域
の
子
育
て
経
験
者

（
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
）
が
無
償
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
訪
問
す
る
家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援

で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
が
週
に
１
回
、
２
時
間
程
度
、
定
期
的
に
２
、
３
か
月
訪
問
し
、

滞
在
中
は
友
人
の
よ
う
に
寄
り
添
い
（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
）
、
傾
聴
（
話
に
耳
を
傾
け
、
子
育

て
の
悩
み
を
受
け
止
め
る
）
や
協
働
（
育
児
や
家
事
を
一
緒
に
行
う
）
の
活
動
を
行
う
。
子
育

て
当
事
者
が
少
し
ず
つ
心
の
安
定
を
取
り
戻
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
他
の
支
援
を

受
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

○
訪
問
件
数

2
2
件
、
延
べ
訪
問
回
数
（
2
0
1
1
年
度
）
1
5
8
回

●
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」
を
2
0
1
2
年
４
月
か
ら
わ
こ
う
助
産
院
（
民
営
）
に
併

設
さ
れ
て
い
る
、
わ
こ
う
産
前
・
産
後
ケ
ア
・
親
子
育
て
・
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
。
和
光
市
で
は
、
新
生
児
訪
問
事
業
を
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
と
併
せ
て

行
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
訪
問
者
を
助
産
師
、
保
健
師
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
専
門
家
に
よ
る

母
子
保
健
と
児
童
虐
待
予
防
の
見
立
て
を
可
能
と
し
て
い
る
。
素
早
い
対
応
を
最
重
視
し
て
お

り
、
翌
週
に
は
今
後
の
対
応
方
針
も
含
め
た
全
て
の
訪
問
記
録
が
保
健
セ
ン
タ
ー
に
報
告
さ
れ

る
。

子
ど

も
版

地
域

協
議

会
で

の
討

論
風

景

《
成

果
・
効

果
》

委
託
先
が
一
括
し
て
日
程
調
整
及
び
デ
ー
タ
管
理

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
訪
問
に
関
す
る
動
き
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
な
り
、
特
に
緊
急
性
の
あ
る
ケ
ー
ス

に
早
期
対
応
が
で
き
る
。
ま
た
、
長
期
間
里
帰
り

の
場
合
で
も
、
予
防
接
種
や
健
診
な
ど
の
対
応
に

つ
い
て
相
談
が
で
き
る
。
訪
問
後
も
産
前
・
産
後

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
す
れ
ば
、
相
談
に
応
じ

て
く
れ
る
助
産
師
が
必
ず
い
る
と
い
う
安
心
感
が

あ
る
。

●
20
0
4
年
度
か
ら
こ
ど
も
福
祉
課
に
子
育
て
支
援
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
お
り
、

保
護
者
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
電
話
や
窓
口
で
受
け
て
、
ど
こ
に
行
け
ば
よ
い
か
交
通
整
理
を

す
る
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
。
施
設
間
の
連
携
の
要
と
な
り
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
助
言
や
一
時
保
育
室
と
の
調
整
も
行
っ
て
い
る
。
採
用
要
件
は
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
保
育
士
他
。

《
成

果
・
効

果
》

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
一
時
保
育
室
の
情
報
が
集
約
さ
れ
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
常
に
状
況
が
把
握
で
き
、
利
用
者
に
と
っ
て
知
り
た
い
情
報
が
漏
れ
な
く
提
供

で
き
る
。
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